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うんなんコミュニティ財団では、
地域のあらゆる主体を結びつける
仕組みとなることで資源の循環を
通じて社会課題の解決・改善及び
地域の価値創造の取り組みのため
の基盤充実を図っています。
地域の将来を左右するような大き
な課題からより日常的で身近な小
さな課題まで、市民同士で支え合
いながら、市民の自らの手で自在
に解決していける未来を目指して
います。

目的 しくみ

主な事業

目次

地域のなかで資金をはじめとした
人・物・情報などの資源を循環さ
せる仕組みになることで、だれも
がやりたいことを実現できる持続
可能な雲南を作り、地域で支え合
います。

2020年4月に、642人の志金300万
円をもとに設立しました。市民を
はじめとした地域の主体が繋がり
取り組むこと、地域に根ざすこと
を大切にした、地域の諸課題解決・
価値創造の仕組みです。近年、市
民一人ひとりの課題解決を支える
意志により全国各地で「コミュニ
ティ財団」が設立されています。

うんなん
コミュニティ財団とは

事業指定助成事業（クラウドファンディング） 課題共有会議事業 基金の設置運営事業

その他当財団の目的を達成するために必要な事業

ご挨拶02

03 目次

04 うんコミュ式フローチャート

06 みんなでカンパ（クラウドファンディング）

08 2021年度に設置した基金

10 2021年度休眠預金等活用事業

12 環境プロジェクト

14 座談会1

16 座談会2

18 会計報告

19 財団設置基金寄付者の皆様

！！
役
員
・
事
務
局
の

こ
ん
な

雲
南
に

し
た
い

雲南市の未来を、多様な価値
観と共に創りたい。私は、まだ
まだ発展途上中！

代表理事
郷原剛志

監事
石倉達也

事業部・総務部
木村和子

理事・事務局長・プログラムオフィサー
石原尚実

事務局次長・プログラムオフィサー
飯間泰子

事業部
マラー詩乃

事業部・プログラムオフィサー
守岡利栄

プログラムオフィサー（業務委託）
坂本逸志

プログラムオフィサー（業務委託）
平井佑佳

副代表理事
小林直子

副代表理事
杉原雅也

監事
足立尚吾

雲南が既に持っている豊かさを
皆で再発見し、育んでゆける場
所に！

誰もがいろんなことにチャレンジ
出来て誰もがそのが背中を押し
てあげれる街。

子供たちがこの地に産まれてよ
かったと思えるような、人の魅力
があふれるまちになってほしい。

自身の望む生き方を誰からも否
定されない雲南に。

誰もがその人なりの関わり方で
想いを実現できる雲南。

「こんな地域になったらいいな」
とみんなが語り合っている街。

ほかの人の意見も、自分の意見
も大切にできる雲南市になった
らいいな。

夢を叶えたい市民と応援したい
市民を結びます。月末木曜2時
FMいずも聴いてね。

想いには価値がある。心をこめ
て伴走します。

多様な価値観や人、環境があり
のまま尊重される、優しい雲南
を目指したい。

叶えたいこと、ありたい姿に、そ
の人らしく一歩一歩進んでいける
雲南。

市民の皆さんの
「こんな雲南にし
たい！」はこちら

2
年
目
の
2
0
2
1
年
度
は
、
事
業
指
定

助
成
事
業
（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）、

基
金
の
設
置
運
営
事
業
、
調
査
研
究
事
業
を

主
に
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
2
0
2
1
年

7
月
に
発
生
し
た
島
根
県
東
部
水
害
で
は
、

被
災
の
当
日
に
基
金
設
置
の
理
事
会
決
議
を

し
、
翌
日
に
は
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
と
の

連
携
に
よ
り
水
災
害
支
援
基
金
を
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な

対
応
や
全
国
組
織
の
方
々
と
連
携
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
な

ら
で
は
の
特
徴
で
す
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
等
で
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
に
制
限
が
あ
る
の
が
現

状
で
す
が
、
引
き
続
き
柔
軟
に
、「
こ
ん
な
雲

南
に
し
た
い
！
」
を
一
歩
ず
つ
実
現
す
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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う
ん
な
ん
コ
ミュニ
ティ
財
団

Q
&
A

フロ
ー
チャー
ト

実
現
し
た
い・
解
決
し
た
い

困
り
ご
と
が
あ
る

①
自
分
が
実
施
者
と
し
て
活
動

し
た
い

②
応
援
し
た
い

⑧
実
行
者
が
わ
か
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

⑨
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

実
現
す
る
た
め
の
資
金
が
あ
る

実
施
す
る
た
め
に
仲
間
が
必
要

連
携・相
談
先
な
ど
ご
紹
介

基
金
に
寄
付
を
す
る

財
団
運
営
の
寄
付
を
す
る

⑥
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
る

⑦
寄
付
で
応
援
す
る

地
域
お
せ
っ
か
い
会
議
に
立
案

者
ま
た
は
参
加
者
と
し
て
参
加

地
域
密
着
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
す
る・寄
付

を
す
る

地
域
密
着
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
寄
付
を
す
る

実
現
の
た
め
に
資
金
が
必
要
な

場
合
、

⑩
自
己
資
金
や
金
融
機
関
の

融
資

⑪
共
感
を
得
て
寄
付
を
集
め

た
い

\ START! /

YESYES

YES

NO

NO ①

⑥

③
⑧

⑩

⑦⑨

NO

②

⑤ ④

⑪
「
何
か
し
た
い
け
ど
、何
を
し

た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い…

」

と
い
う
困
り
ご
と
も
含
む

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
す
る
た
め
の
条
件
は
何
で
す
か
？

申
請
に
つ
い
て
は
、以
下
に
該
当
す
る
個
人
及
び
団
体

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
雲
南
市
在
住
ま
た
は
、雲
南
市
内
で
の
取
り
組
み
、

ま
た
は
、雲
南
市
や
雲
南
市
民
の
方
々
に
貢
献
す
る

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

•
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
、

暴
力
団
又
は
暴
力
団
若
し
く
は
そ
の
構
成
員
の

統
制
下
に
あ
る
団
体
で
は
な
い
な
ど

ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
の
際
に
は
、

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が
5
人
以
上
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

QA
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
に

必
要
な
手
続
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

H
P
に
掲
載
し
て
い
る
要
項
を
読
ん
で
い
た
だ
き
申

請
書
を
事
務
局
ま
で
ご
提
出
い
た
だ
く
か
、直
接
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。申
請
者
の
方
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
の
詳
細
を
整
理
し
た
あ
と「
地
域

お
せ
っ
か
い
会
議（
※
6
ペ
ー
ジ
参
照
）」に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
起
案
者
と
し
て
発
表
い
た
だ
き
ま
す
。ご
参
加
の

み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
伺

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、そ
の
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

磨
い
て
い
き
ま
す
。ま
た
、仲
間
が
5
人
未
満
の
方

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
有
と
と
も
に
仲
間
募
集
も
こ
の

場
で
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、仲
間
が
5
人
以
上
い
る
方
は
磨
か
れ
た
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
再
度
申
請
書
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、

弊
財
団
の
審
査
会
を
経
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

開
始
と
な
り
ま
す
。

QA
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
申
請
額
に

制
限
は
あ
り
ま
す
か
？

定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、実
施
事
業
に
か
か
る
費

用
の
100
％
を
申
請
可
能
で
、申
請
い
た
だ
い
た
事
業
の

執
行
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
助
成
金
の
使
途
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、助
成
金
額
は
実
際
に
集

ま
っ
た
寄
付
金
額
か
ら
運
営
経
費
・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
の
手
数
料
を
引
い
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

QA
基
金
の
設
置
の
条
件
や
流
れ
は
？

個
人
・
団
体
問
わ
ず
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
金
の
テ
ー
マ
、助
成
先
（
実
行
団
体
）の
イ
メ
ー
ジ
、

基
金
の
金
額
、
設
置
期
間
な
ど
を
確
認
、
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
基
金
に
す
る

か
を
決
定
し
ま
す
。
ご
入
金
等
の
お
手
続
き
後
、
選

考
委
員
に
よ
る
助
成
先
選
考
を
行
い
、
実
行
団
体
に

助
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
助
成
後
は
活
動
の

ご
報
告
等
に
つ
い
て
適
宜
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

QA
所
得
控
除
が
あ
り
ま
す
。

◎
個
人
の
場
合

そ
の
年
に
支
出
し
た
特
定
寄
附
金
の
合
計
額–

2
千

円
が
寄
附
者
の
年
間
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
控

除
で
き
る
特
定
寄
附
金
は
、そ
の
年
の
総
所
得
金
額

等
の
40
％
相
当
額
が
限
度
で
す
。

◎
法
人
の
場
合

そ
の
法
人
の
資
本
金
等
の
額
、所
得
の
金
額
に
応
じ

た
一
定
の
限
度
額
ま
で
が
損
金
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
税
控
除
に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。寄
附
金
受

領
証
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
か
、提
出
の
際

に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。寄
附
金
控
除
等

の
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、お
近
く
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
は
控
除
が
あ
り
ま
す
か
？

QA

地
域
で
活
動
す
る
仲
間
に

出
会
え
ま
す
！

う
ん
コ
ミュ
式

自
分
な
り
の

関
わ
り
方
を
探
そ
う
！

③
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
る

④
課
題
や
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て

応
援
し
た
い

⑤
仕
組
み
そ
の
も
の
を
応
援

し
た
い

実
際
に
う
ん
コ
ミ
ュ
の
活
動
に
関
わ
り

た
く
て
も
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
こ
の

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
自
分
な
り
の
関
わ
り

方
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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寄付者推移 寄付金推移

0

50

2020年 2021年

100

150

200

250

300

雲南市内
87名

雲南市外
124名

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

2020年 2021年

雲南市内
1,252,122円

雲南市外
2,310,713円

雲南市内
826,784円

雲南市外
211,668円

雲南市内
235名

雲南市外
50名

C ROWDFUNDING 2021 み
ん
な
で
カ
ン
パ

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディ
ン
グ
）

市
民
の
プ
ラ
ン
を
発
表
し
仲
間
や
資
金
を
集
め
る
場
の
企
画
運
営
、
発
表
に

伴
う
相
談
支
援
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

プラン共有発表会を通じて地域の主体が繋がっている

諸資源（人・もの・資金・情報）が循環する基盤が構築され
ている

プラン共有発表会後、繋がった人どうしで応援し合うことが
できている

●参加者：延1,345人（2020～2021年度）
●プロジェクト案件：41件（2020～2021

年度）
●サテライト拠点：3箇所で新設・2箇所
で自走（加茂・三刀屋2020～2021年度）

市民同士のアイデア共有や意見
交換によってチャレンジを促進。

※1地域おせっかい会議とは？

プラン共有発表会開催 /合計4回

プラン共有件数 /3件

プラン共有発表会聴講参加者 /延35名
※プラン共有発表会は地域おせっかい会議※1と連携

資金調達実施件数 /3件

寄付総額/1,038,452円 寄付者/285名

目指す状態

事業の結果

雲南市内
826,784円

雲南市外
211,668円

雲南市内
235人

雲南市外
50人

クラウドファンディング実施者

寄付総額/127,582円 寄付者/23名

あげそげ！はっけんぐみ

みんなで島根の原発について話したい！

原発事故の当事者の声をきくなど、映画上映会や勉強会、意見
交換会を開催することにより島根原発から30km圏内にも立地
する雲南市の市民として自分ごと化してほしい。

2021年5月16日に「福島は語る」上映会を開催し70名以上の
参加者があった。また、上映会前後に勉強会と意見交換会を開
催し、ざっくばらんに話す機会を設けた。その後、関係のできた
人たちと8月に講演会を開催、のちに再生可能エネルギーの会
という別団体設立に繋がっている。

目
的

助
成
後

寄付総額/706,319円（2022年4月含） 寄付者/238名

落合思誉運を応援する会

元気と勇気を届ける落合思誉運応援プロジェクト

「マウンテンバイクダウンヒル世界一」の夢に向かって頑張ることで、
地元の方 ・々子どもたちに元気や勇気を届けたい。また、雲南市
の自然と触れ合い、排気ガスを出さない自転車にも興味を持っ
てほしい。

4月・6月・7月大会の出場予定、またカナダのバンクーバーでの
強化合宿への参加が決定している。また、テレビや新聞等のメディ
アを通じて情報を届けている。

目
的

助
成
後

寄付総額/204,551円 寄付者/24名

五感で感じる雲南ツアー実行委員会

五感で感じる雲南ツアープロジェクト2022

雲南の魅力を知らずに市外に出て行ってしまう高校生を対象に
雲南ツアーを実施し、地元の魅力を再発見することで市外に行っ
てもこれからも雲南に関わりを持ち続ける若い人を増やしたい。

2022年3月16日にツアーを実施。高校生の事後アンケートで
は半数以上が雲南に帰りたい・今後も関わって行きたいという
回答があった。また、次回の企画にも参加したいという参加者も
あり次年度に向けて準備をしている。

助
成
後

目
的

2
0
2
1
年
度
に
実
施
し
た

事
業
指
定
助
成
事
業
等

昨年と比較してプロジェクト規模の大小もあり、ご寄付総額は減
少したものの、寄付者様の合計人数が74名増えました。特に雲南
市民の寄付者様は昨年から148人増え、市内で応援し合う仕組
みが構築されつつあると感じます。
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2
0
2
1
島
根
県
東
部

水
害
支
援
基
金

た
た
ら
の
里
山
ク
リ
エ
イ
タ
ー

助
成
プロ
グ
ラ
ム

2
0
2
1
年
7
月
12
日
に
島
根
県
東
部
で
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る
災
害
支
援
活
動
を

行
う
島
根
県
東
部
団
体
等
の
支
援
活
動
や
活
動
復
旧
に
対
す
る
助
成
を
行
う
。

雲
南
の
山
や
森
林
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、
多
様
な
価
値
を
生
み
出
し
、
暮
ら
し
の
安

心
安
全
を
守
る
た
め
の
山
林
の
管
理
・
活
用
の
担
い
手
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
事

業
に
助
成
を
行
う
基
金
。

地
域
課
題
等
に
応
じ
て
基
金
の
設
置
運
営
等
を
行
う

基
金
設
置
者
：
公
益
財
団
法
人
う
ん
な
ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

　
　
　
　
　

  （
協
力
：一
般
社
団
法
人
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
財
団
協
会
）

助
成
件
数
：
4
件（
2
0
2
2
年
3
月
31
日
現
在
）

寄
付
総
額
：
1
，0
1
3
，0
3
9
円

寄
付
者
：
1
2
3
名

2
0
2
1
年
度
に
設
置
し
た

基
金
等

基金を通じて地
域の主体が繋がっ
ている

地域の資金や物
が地域の中で活
用されている

基金の設置 /2件

目指す状態

事業の結果

2
0
2
1
年
度
に

設
置
し
た
基
金

基
金
設
置
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ　
　
　
　
　

  

助
成
団
体
：
5
団
体

以前より清嵐荘が近隣の特定地域の
住民に対しての指定避難所とされては
いたが、今回の大規模な水害に対し
ての取り決めがされていなく、指定避
難所である清嵐荘としてどこまでの対
応をどう取り組めばいいのか手探り状
態だった。今回の災害をきっかけに
市との連携を速やかに行えるように詳
細な取り決めを交わし、相互の調整
を行った。災害時への対応が明確に
なり今後、迅速な対応が可能となる
のではないかと思う。

今後の活動
2022年以降も参加者を募り実
施し、面積を拡大していく予定。

今後の活動
定期的に保護者がいわくまに足
を運ぶきっかけになるよう、会
を開催予定。

今後の活動
2022年5月に森林スポーツ
2種競技開催予定。秋には
RINJAKの運営団体設立検討
予定。2022年度中はプロモー
ション活動を実施する。

今後の活動
子どもが安全に通ることができ
るように定期的に参道の整備
を行う。また、大人や子どもと
一緒に参道に関わってもらうイ
ベントなどを企画する。

今後の活動
地域外の団体とフィールドを共
有し共催しながら継続していく。

今回の災害を経験して、日頃の地域
のつながりがいかに大切か再認識し
た。これだけの災害で人的被害がな
かったのは、ご近所の声掛けや見ま
もりのおかげだと思う。また、避難所
でも復旧作業でも、地域の協力体制
があった。こうしたつながりを今後も
大切にしながら、防災を含めた地域
づくりに取り組んで行きたい。
今後自主防災マニュアルの見直し、
避難所備品の整備を進めたい。また、
災害後に意見交換会や研修を行った
が、こうした活動は今後も継続してい
きたい。

避難所の運営
177，090円

36人
299，786円

50人
146，324円

6人
106,340円

10人
97,550円

42人
244,000円

株式会社吉田ふるさと
村（国民宿舎清嵐荘）

日本ミツバチを愛する
人の集いいわくまを守る会吉田 城治Community Nurse 

Company 株式会社里山照らし隊

ニホンミツバチの保護育成、ミ
ツバチが好む花が咲く木々を育
てる。

学校林の「いわくま」に保護
者も入る機会をつくり、身近な
森林に興味を持つ。

参道整備3回、危険箇所確認3
回、子どもとの参道・参拝1回

会場整備4回、イベント実施3
回（山の現状と将来のビジョンづ
くり・RINJAK共催・山仕事講習
と実務合宿・森林体験会）

蜜蜂目線の森つくり・
広葉林山菜

おとな（保護者）の
いわくま探検

裏山で行う森林スポーツ
「RINJAK」（リンジャク）
の開催

地域まるごと子育て縁
参道とつながりをつくるあわいの杜プロジェクト

活動内容

参加人数参加人数参加人数参加人数参加人数

助成額

中野地区防災委員会では10月21日
に島根県防災危機管理課、砂防課、
河川課の担当職員の皆様に来ていた
だき、防災委員約30名を対象として、
避難情報の変更点、災害から避難す
る場合の注意事項、警戒レベル毎に
とるべき行動等についての講演会とグ
ループワークを開催した。次年度に
は防災委員以外の地域の皆様を対象
とした同様の講演会の開催、避難所
運営マニュアルに基づく防災訓練を
実施し、豪雨災害に備えたいと考え
ている。

避難所の運営
28，427円

中野の里づくり委員会
活動内容

助成額

助成額助成額助成額助成額助成額

避難所の運営、
土砂災害等の
復旧作業
21，400円

雲見の里いいし
活動内容

助成額

大雨の際に河川の氾濫の危険がある
地区において、高齢者や独居の人、
子育て世代等、住民同士の関係性
構築のきっかけとなる「防災×コンサー
ト」、炊き出しなどを実施する。イベ
ント開催までの準備において、住民
の方々が打ち合わせに参加して意見
交換をしたり、他の住民の方に声か
けをして協力者を増やしたり、一軒ず
つの参加の声かけや住宅上階の住民
の方向けに廊下に椅子を置くなどの
配慮をすることで、住民同士の繋がり
が作られていった。今後、各自治会
において防災の学びの機会を開催で
きるようにしていく予定。

防災×コンサート、
炊き出し
96，500円

クマタニなかにわ部
活動内容

助成額

事業 事業 事業 事業 事業
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事
業・
進
捗

の詳
細はこちら

2
0
2
1
年
度
に
設
置
し
た

基
金
等

東
近
江
・
南
砺
・
雲
南
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
休
眠
預
金
を
活
用
し
た
「
草

の
根
活
動
支
援
事
業
」
の
実
施

申請団体 /6団体

採択団体 /4団体

社会課題解決のため
の自律的・持続的な
仕組み構築

民間公益活動実施
団体の資金的自立と
事業の持続可能性
の確保

目指す状態

事業の結果

2
0
2
1
年
度

休
眠
預
金
等
活
用
事
業

2
0
2
0
年
度

採
択
事
業
の
進
捗

2
0
2
1
年
度

新
規
採
択
事
業

助
成
期
間
：
2
0
2
0
年
3
月
～
2
0
2
3
年
2
月

採
択
団
体
：
4
団
体
※
中
間
評
価
を
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す

助
成
期
間
：
2
0
2
2
年
4
月
～
2
0
2
5
年
2
月

申
請
団
体
：
6
団
体

採
択
団
体
：
4
団
体

テ
ー
マ「
ロ
ー
カ
ル
な
総
働
で
孤
立
す
る
人
を
地
域
に
つ
な
ぐ
」

テ
ー
マ
「
社
会
的
困
難
者
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」

雲南市内在住で、近隣に血
縁・地縁が乏しいために子
育てのサポートを得にくい
15歳以下の子どもがいる家
族世帯

躍動と安らぎの里づくり鍋山Community Nurse 
Company 株式会社

あそびばキッチン・コンソーシアム
（あそびばキッチン実行委員会）

一般社団法人umi
（旧Community Careers）

一般社団法人
みかた麹杜

うんなん多文化共生
まちづくり協議会

「公共交通は時間
に制約があり自由
に移動できない」
「家からバス停ま
で遠い」「タクシー

は運賃が高い」などという住民の声を聞き、
時間に縛られずにちょっとした距離の移動
からサポートできる柔軟な移動方法として
有償運送の計画をたて、移動の不便さか
ら外出困難になる現状を変えていくことで、
地域住民がもつと安心して暮らし躍動的な
活動ができるように、65歳以上で移動に
困っている方に地区内の移動支援を行う。

交流体験型施設
「食の杜」の古
民家を基点に、
雲南独自のモン
テッソーリ教育に

基づいた保育や自然体験活動を直接対象
者に提供するほか、地域関係者との多世
代交流イベントを定期的に開催する。さら
に、運営を一事業者に閉じず、地域に密
着した保育事業を行ってきた社会福祉法
人たんぽぽや子育て支援センター、「地域
おせっかい会議」などとの連携を通じて、
2年で木次エリア、5年で市全域をカバー
することを目指す。

今後、社会的、
身体的、心理的
に虚弱の状態が
懸念される、現
在元気な高齢者

に、栄養教室や食品の移動販売を通じて、
各々の身体状況に適した食を選ぶ力を養
い、食生活を見守るアウトリーチ型の活
動を実施する。特に持病がある方は服薬
や治療と並行して食生活習慣の改善や栄
養への配慮が必要なため、管理栄養士や
食品を販売する事業者などと連携して接
点を増やし、多職種のネットワークで食生
活の改善を支援する。また本事業のネク
ストステップとして、意欲ある活動者を育
成する講座や地元野菜の活用を通じて、
本ネットワークに携わる人材を継続的に発
掘する。

雲 南 市を実 践
フィールドに大学
生へ地域社会と
関わりながら学び
成長する機会を

提供することで、大学生は自身の将来へ
の不安を払拭し地域社会に希望を持てる
ように、また大学生に刺激を受けた地域
住民も成長し新たな活動が生まれていくよ
うな、互いに学び成長しあえる地域社会
を目指す。
そのために、大学生・地域住民・事業者
等へのヒアリングによるニーズ調査や、相
談窓口を設置し不安を整理しながら一歩
踏み出すためのサポート体制の構築、学
生と地域住民が協働して課題解決に取り
組む実践型インターンシッププログラムの
企画運営、伴走支援などを行っていく。

地域からの紹介で2名と繋がる、地域活動参加者40人、防災
学習会参加者18人、イベント開催日の工夫による新規参加者
4名、地域や団体との繋がり4組織など

講演等で新たに当事者4名と繋がる、個別学習支援実施2名、
土曜日塾での支援10名、親の会LINEグループ27名、地域や
団体との繋がり4組織など

雲南在住の外国人住民・外国ルーツの子ども
学校で学び辛さ等を抱える子どもたち

地域の応援者を増やして、みらいのかのうせい
をもっとたかめよう！

外国人住民のためのうんなん暮らし支援事業

地域まるごと子育て縁
（地域全体で子どもを育て、子どもが育つ
中で大人も交流する）

15,725,600円

直接対象者

直接対象者

内定助成額

事業対象者

事業 事業

鍋山地区内の65歳以上
（特に免許のない人）

7,980,000円内定助成額

事業対象者

走れ「よりそい号」
（高齢者の移動支援）

事業事業

事業の進捗

事業の進捗

産前産後ケアはぐ

産前産後の女性

地域みんなで産前産後・子育てを応援！！
直接対象者

事業

チラシ等での広報、LINEグループ123名（うち新規参加者26
名）、はぐもぐ食堂・サークル活動・チャレンジ事業の実施、地
域や団体との繋がり16組織など

事業の進捗

3C「夢」CLUB
実行委員会

社会教育にアクセスできない児童生徒

個性を育む創造プロジェクト
直接対象者

事業

学校を通じた広報、希望者への見学・体験会の開催、新規参
加者10名、参加者の保護者への報告、社会教育体験プログラ
ムづくり、地域や団体との繋がり7組織など

事業の進捗

三新塔・大東・温泉地区に
暮らしている元気高齢者

12,782,500円内定助成額

生活不活発病を防ぐ食の見守り
ネットワーク

事業

地域社会で学び実践したい
大学生

5,474,400円内定助成額

事業対象者 事業対象者

学生が希望を持てるまちのキャ
リアセンター

事業

雲
南
市
、
東
近
江
市
、
南
砺
市
の
市
域
レ
ベル
の
3
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
財
団
で
構
成
。
地

域
的
課
題
を
、
豊
か
で
特
色
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
解
決
を
目
指
す
多

様
な
主
体
並
び
に
そ
の
取
組
み
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
市
民
自
ら
が
支
え
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
未
来
資
本
」
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
及
び
循
環

共
生
型
の
社
会
づ
く
り
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

東
近
江・南
砺・雲
南
コン
ソ
ー
シ
アム
と
は？
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調
査
研
究
事
業

うんなんローカリストプログラムの実
施 / 全5回の対話回
雲南市民が主体となり雲南市にある文
化や自然等の地域資源を読み解き、
日々の暮らしと持続可能な未来を結び
つける人材育成プログラム。

ローカリスト / 3名
ローカリスト：「こんな雲南にしたい」
という各自の思いを起点として、市内
外で活動する方。ローカリストプログ
ラムでサポーター等と対話を繰り返し、
動機ややりたいことの具体化を進めま
した。

ローカリストサポーター / 25名

ごみに関するヒアリング

ごみに関する勉強会の開催・コミュニ
ティづくり / 4回

雲南市環境会議の開催（雲南市共
催） / 1回

LINEのグループチャット「うんなんエ
コ情報」 / 63名

実施内容実施内容 結果結果

「うんなんローカルマニフェスト」を読
み、他者の様々な意見を見聞きした
上でローカリストが自身のプロジェクト
を再設計することで「公益」や「公益
を担いあう活動が生まれる環境」の
視点が磨かれました。また、弊財団内
でも市民の声をまとめた「ローカルマニ
フェスト」を定款等と同様に迷った際に
立ち返る指針としています。

また、地域の活動主体が公益を担い
あいながら持続可能な地域社会の形
成に寄与する助成プログラムになって
いるか、事業設計時に助成する事業
の目的や規模によってどのようなこと
を明文化するか、申請前後の申請者
の方へのサポート等に活かしています。

ごみ削減や資源循環等、課題解決の
NPO法人や専門の担い手等が地域内
に無い分野では、市民一人ひとりが
その分野の中で身近と感じる事柄に関
して気軽に話せる場が必要であり、加
えて少しの挑戦の場があることが実践
のきっかけとなりました。また、実践
と並行してコミュニティ形成をすること
により、仲間同士で相談をしながら行
動が習慣化していくグループもありました。

2022年度は地域自主組織や企業へ
のヒアリング調査を行い、各地区にお
いてどのような実践が始められると良
いか検討し、勉強会やワークショップ
等実践の場づくりを行います。

2
0
1
9
年
の
設
立
準
備
期
か
ら
市
民
の
方
々
か
ら
「
こ
ん
な
雲
南
に
し
た
い
」
な

ど
の
お
声
を
伺
い
、
2
0
2
0
年
度
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
併
せ
て
実
施
し
、雲
南
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
10
の
こ
と
を
「
う
ん
な
ん
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
は
「
う
ん
な
ん
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
、
以
下
の
目
的
で
実

施
し
ま
し
た
。
①
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
の
市
民
の
方
の
声
を
実
現
す
る
た
め
の
対
話
・

実
践
者
同
士
が
出
会
う
場
づ
く
り
と
サ
ポ
ー
ト
。
②
①
を
通
じ
て
今
後
弊
財
団
で

提
供
す
る
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
事
業
設
計
や
申
請
団
体
への
サ
ポ
ー
ト
に
活
か
す
。

財
団
設
立
時
の
意
見
や
環
境
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
「
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に
実
践
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」
等
の
声
が
あ
り
、
特
定
の
テ
ー
マ
（
資
源
循
環
）
に
対
す
る
現
状
把
握
と

解
決
方
法
の
方
策
の
検
討
を
図
る
た
め
、
市
民
主
体
の
実
践
・
行
動
変
容
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
る
の
か
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
プ
ロ
ジェ
ク
ト

地域活動実践に関する調査1環境への取組・実践の調査2
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―
改
め
て
で
す
が
、
う
ん
コ
ミ
ュ
を
ど
の
よ
う
に
知
っ
て
、
相

談
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

落
合
百
恵
（
以
下
「
百
」）
知
人
づ
て
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
活
動
費
が
厳
し
い
」「
何
か
良
い
方
法
が
な
い
か
な
あ
」

と
思
っ
て
、
同
地
区
の
知
人
に
相
談
し
て
い
た
ん
で
す
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
そ
う
い
う
も

の
が
あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
で
も
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
は
分
か
ら
な
く
て
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
知
人
の
知
人
が
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
で
。

―
ク
ラ
フ
ァン
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
調
べ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

百

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
そ
の
方
に
聞
い
て
み
た
ら
、「
良
い
と

こ
ろ
知
っ
て
い
る
よ
」
と
、
う
ん
コ
ミ
ュ
を
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。

―
な
る
ほ
ど
。
最
初
か
ら
ク
ラ
フ
ァ
ン
し
よ
う
か
な
？
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
か
。

落
合
思
誉
運
（
以
下
「
思
」）
親
戚
か
ら
の
ク
ラ
フ
ァ
ン
し
た
ら
？

と
い
う
勧
め
も
あ
っ
て
。

百

周
り
の
方
に
色
々
相
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
で
す
ね
。

―
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
最
初
そ
の
方
か
ら
う
ん
コ
ミ
ュ
の
理
事
、

事
務
局
を
経
由
し
て
連
絡
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
日
に
落
合
さ
ん

が
来
ら
れ
ま
す
！

と
い
う
流
れ
で
し
た
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に

行
く
こ
と
に
、
ハ
ー
ド
ル
は
感
じ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

百

初
め
て
の
場
所
な
の
で
、
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う

か
な
？

と
は
思
い
ま
し
た
。

―
そ
う
で
す
よ
ね
。
最
初
は
、
お
一
人
で
来
ら
れ
て
、
そ
の
あ

と
に
知
人
の
方
と
一
緒
に
来
ら
れ
ま
し
た
も
ん
ね
。

百

そ
う
で
し
た
ね
。

―
周
り
の
知
人
や
親
戚
の
方
に
相
談
し
て
い
て
、
ど
う
や
っ
て

ク
ラ
フ
ァ
ン
す
れ
ば
良
い
か
な
？
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
知
人

に
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
、
繋
が
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

百

そ
う
で
す
ね
。

―
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
大
変
だ
っ
た
な
と

思
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

思

寄
付
者
の
皆
さ
ん
へ
の
御
礼
メ
ー
ル
や
手
紙
を
お
送
り
す
る

の
が
大
変
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

百
一つ
ひ
と
つ
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
送
っ
て
い
ま
し
た
。
失

礼
が
あ
っ
た
ら
行
け
な
い
の
で
。
必
死
で
…
。
間
違
え
な
い
よ
う

に
。
笑

―
素
晴
ら
し
い
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
文
章
な
ど
も
し
っ

か
り
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
印
章
だ
っ
た
の
で
す
が
、
お
二
人

で
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

百

そ
う
で
す
ね
。
全
体
は
私
で
、
で
も
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ

る
の
で
、
思
誉
運
に
聞
い
て
。
あ
と
は
作
文
用
紙
を
買
っ
て
き
て

書
い
て
い
ま
し
た
。
思
誉
運
が
書
い
た
文
章
の
必
要
な
部
分
を
切

り
取
っ
て
編
集
し
て
。
笑

思

作
文
は
き
つ
か
っ
た
で
す
。
笑

―
お
せ
っ
か
い
会
議
に
参
加
し
た
と
き
の
P
R
も
、
し
っ
か
り

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

思

言
葉
で
言
う
と
き
は
自
分
で
考
え
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、「
文

章
に
書
く
」
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
す
。
笑

―
わ
か
り
ま
す
。
笑
。
他
に
は
何
か
思
わ
れ
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
？

百

あ
と
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
か
？

と
い
う
と
こ
ろ
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
宣
伝
を
す
る
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
歩

い
て
周
る
の
が
大
変
だ
っ
た
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

―
学
校
に
も
行
か
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

百
そ
う
で
す
ね
。
小
中
高
校
に
行
き
ま
し
た
ね
。
声
か
け
を
し
て
。

―
色
々
な
と
こ
ろ
に
声
か
け
を
さ
れ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
反
応

は
ど
う
で
し
た
か
？

思

こ
の
間
は
松
江
で
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

百

病
院
で
も
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。
名
刺
を
い
た
だ

い
た
り
と
か
。

―
有
名
人
！

新
聞
と
か
取
材
と
か
た
く
さ
ん
受
け
ら
れ
て

い
た
の
で
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
何
と
声

を
か
け
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

思

す
ご
い
ね
、
と
か
。
頑
張
っ
て
る
ね
、
と
い
う
感
じ
で
。
最

近
は
木
次
線
の
駅
員
さ
ん
が
よ
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

百

私
は
「
あ
そ
こ
で
思
誉
運
を
見
た
よ
」
と
い
う
目
撃
情
報

を
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
笑

―
目
撃
情
報
。
笑
。
ク
ラ
フ
ァ
ン
を
実
施
し
て
反
響
は
大
き

か
っ
た
で
す
か
？

百

大
き
か
っ
た
で
す
。
感
謝
で
す
。

―
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
別
で
す
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー

も
た
く
さ
ん
付
か
れ
ま
し
た
ね
。

百

は
い
。
こ
ん
な
に
ス
ポ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
い
た
だ
け
る
な
ん
て

感
謝
で
す
。
し
か
も
大
手
企
業
さ
ん
で
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
て

い
ま
す
。
成
績
を
上
げ
て
、
今
後
も
ス
ポ
ン
サ
ー
さ
ん
た
ち
と
繋

が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
、
広
が
り
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
ね
。

ク
ラ
フ
ァ
ン
実
施
を
機
会
に
出
会
っ
た
方
は
お
ら
れ
ま
す
か
？

思

自
転
車
仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
ご
寄
付
で
県
外
に

出
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
、
覚
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
仲

間
が
増
え
ま
し
た
。
人
脈
が
広
が
り
ま
し
た
ね
。

百

知
名
度
も
上
が
っ
て
、
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
す
ご
い
で
す
ね
。
う
ん
コ
ミ
ュ
の
ク
ラ
フ
ァ
ン
で
使
い
難
い

な
と
か
、
改
善
し
て
ほ
し
い
部
分
は
あ
り
ま
す
か
？

百

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
大
丈
夫
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん

不
安
と
い
う
か
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
は
悩
み
な
が
ら
で

し
た
が
、
色
々
と
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
動
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
百
恵
さ
ん
は
こ
ち
ら
か
ら
「
こ
う
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と

お
話
す
る
と
す
ぐ
に
動
か
れ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
す
ご
い
で
す
。

ク
ラ
フ
ァ
ン
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
か
？

思
・
百

よ
か
っ
た
で
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
く
ぞ
う
ん
コ
ミ
ュ
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

百

感
謝
で
す
。

―
こ
れ
か
ら
ク
ラ
フ
ァ
ン
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
と
考
え
て

お
ら
れ
る
方
に
一
言
い
た
だ
い
て
も
良
い
で
す
か
？

思

今
回
大
成
功
で
。
周
り
の
方
で
ク
ラ
フ
ァ
ン
し
た
い
人
に
は
、

う
ん
コ
ミ
ュ
で
し
た
方
が
良
い
と
勧
め
た
い
で
す
。

百

私
も
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
ネ
ッ
ト
上
の
ク
ラ
フ
ァ
ン
よ
り
も
、

地
域
密
着
型
の
こ
ち
ら
の
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
悩
ん
だ
時

に
は
直
接
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
し
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
け
ま
す
し
。

―
う
わ
あ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 座　談　会

聞き手 / うんなんコミュニティ財団
　　　   飯間泰子・マラー詩乃

落合思誉運さん・落合百恵さん
（思誉運さんのお母様）

プロジェクト実施者

地域密着型クラウドファンディング
「元気と勇気を届ける落合思誉運

応援プロジェクト」

思

人
同
士
で
話
し
合
っ
て
で
き
る
の
が
本
当
に
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

百

改
め
て
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

―
本
当
に
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
成
功
の

大
き
な
要
因
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
「
や
り
た
い
け
ど

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
」
と
言
う
人
の
一
歩
踏
み
出
す
機
会
を

こ
れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

落
合
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
が
ま
た
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
ま
す
！

思
・
百

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

写真左から「うんコミュ」
飯間、落合百恵さん、
落合思誉運さん。

座談会のオフショット、親子そろって。
落合思誉運さん
雲南市出身のダウンヒル自転車競
技選手。松江養護学校乃木高等部
在学中。自転車に乗るようになった
きっかけは、中学2年生の終わり頃
に母・百恵さんからサスペンション
付きの新しい自転車を買ってもらっ
たこと。愛称はしょんくん。
•2021年第34回 全日本マウンテン
バイク選手権大会ユース第1位

•2021年Coupe du Japonナショナル
ランキング第1位他受賞多数 応援の横断幕の前で、愛車と共に。
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―
改
め
て
で
す
が
、
こ
の
度
N
P
O
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ
さ
ん

が
う
ん
コ
ミ
ュ
を
通
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
基
金
を
活
用
さ
れ
て
、

い
か
が
で
し
た
か
？

大
坂
（
以
下
「
大
」）
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
保
護
を
目
的
と
し
た
活

動
は
今
ま
で
も
ず
っ
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。
資
金
が
な
い
の
で
あ

ま
り
大
き
な
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
よ

う
な
機
会
を
い
た
だ
い
て
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
井
（
以
下
「
平
」）
基
金
を
活
用
し
て
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
ま
し
た
か
？

大

日
本
ミ
ツ
バ
チ
を
守
る
た
め
に
も
た
く
さ
ん
の
蜜
源
が
必
要

で
す
。
そ
の
苗
木
を
た
く
さ
ん
買
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
活
動

期
間
の
前
半
は
、
そ
の
苗
木
を
植
え
る
山
の
整
備
で
ほ
と
ん
ど

時
間
が
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
私
も
現
地
を
見
学
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
ご
い

広
大
な
土
地
で
す
も
ん
ね
！

大

私
の
仕
事
の
休
み
が
水
曜
日
し
か
な
い
し
最
初
は
ほ
と
ん
ど

一
人
で
活
動
し
て
い
た
の
で
、
整
備
に
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

平

大
坂
さ
ん
は
申
請
当
初
か
ら
「
若
い
方
と
つ
な
が
り
た
い（
な

か
な
か
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
）」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
た
活
動
で
新
た
な
出
会
い

は
あ
り
ま
し
た
か
？

大

雲
南
市
内
で
間
伐
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
彼
女
は
、（
他
の
申
請
者
で
あ
る
）
い
わ
く
ま
を
守

る
会
の
方
と
一
緒
に
う
ち
の
山
を
見
に
来
ら
れ
て
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
今
で
も
定
期
的
に
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼

女
が
行
っ
て
い
る
間
伐
作
業
を
う
ち
の
山
を
使
っ
て
や
り
ま
し
た
よ
。

―
ス
テ
キ
な
出
会
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

平
い
わ
く
ま
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
へ
大
坂
さ
ん
が
伐
採
さ
れ
た

木
を
提
供
さ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
？

大

そ
う
で
す
、（
お
っ
ち
ラ
ボ
主
催
で
）
他
の
申
請
者
さ
ん
も

あ
つ
ま
る
研
修
会
の
時
に
、
い
わ
く
ま
を
守
る
会
の
人
が
「
丸
太

が
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
！
」
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

平

こ
の
基
金
を
き
っ
か
け
に
、
同
じ
雲
南
市
内
で
森
林
を
テ
ー

マ
に
活
動
さ
れ
る
団
体
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
た
の
で
す
ね
。

大

ほ
と
ん
ど
私
が
知
ら
な
い
活
動
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
他
の
団
体
さ
ん
の
活
動
拠
点
に
も
今
後
機
会

が
あ
れ
ば
お
邪
魔
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平

今
後
も
活
動
の
予
定
は
お
決
ま
り
で
す
か
？

大

こ
の
基
金
を
活
用
し
て
た
く
さ
ん
の
樹
木
を
植
え
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
で
も
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
採
蜜
は
木
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
近
な
草
花
も
立
派
な
蜜
源
な
の
で
す
。

（
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
取
り
出
し
て
…
…
）こ
の
花
（
ポ

リ
ゴ
ナ
ム
・
ツ
ユ
ク
サ
）
も
好
ん
で
や
っ
て
き
ま
す
よ
。

平

よ
く
道
端
に
も
咲
い
て
い
ま
す
ね
！

大

こ
う
い
う
、
庭
先
に
生
え
て
「
邪
魔
だ
な
…
」
と
嫌
が
ら

れ
る
雑
草
も
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
は
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
こ
（
遊
山
荘
）
で
は
極
力
草
刈
り
も
せ
ず
、
大
事
に
育
て
て
い

ま
す
。

平
そ
う
い
う
目
線
で
見
る
と
、
雑
草
も
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
ね
。

大

そ
う
、
す
べ
て
は
循
環
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
後
は
植
樹

し
た
木
々
の
下
の
方
に
、
こ
う
い
う
草
花
も
た
く
さ
ん
生
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平

日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
が
一
つ
あ
る
と
、
そ
の
直
径3km

の
周

囲
の
木
々
草
花
の
受
粉
は
賄
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
？

大

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
巣
箱
は
一
カ
所
に
た
く
さ
ん
で
は

な
く
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
点
々
と
置
い
て
あ
る
の
が
重
要
な
の

で
す
。
集
中
し
て
置
い
て
し
ま
う
と
、
蜜
の
取
り
合
い
に
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
。

―
そ
う
考
え
る
と
、
ミ
ツ
バ
チ
は
ハ
チ
ミ
ツ
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
界
で
と
っ
て
も
重
要
な
生
き
物
な
の
で
す
ね
。
ミ
ツ
バ
チ
の

活
動
に
よ
っ
て
受
粉
が
促
さ
れ
、
実
が
な
る
ん
で
す
も
ん
ね
。

大
こ
の
基
金
の
趣
旨
で
あ
る
「
里
山
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
」

と
「
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
た
め
の
蜜
源
づ
く
り
」
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す

も
ん
ね
。（
同
じ
「
草
の
根
活
動
」
と
い
う
意
味
）
蜜
源
の
た
め

の
苗
木
を
た
く
さ
ん
植
え
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
良

い
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

―
申
請
か
ら
基
金
活
用
ま
で
で
、
困
っ
た
事
な
ど
は
な
か
っ
た

で
す
か
？

大

す
べ
て
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
困
っ
た
事
は
な
か
っ

た
で
す
。

平

今
回
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

の
印
象
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
つ
い
て
は
設
立
時
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
何
を
し
て
い
る
団
体
な
の
か
い
ま
い
ち
分
か
ら
な
い

座　談　会

聞き手 / うんなんコミュニティ財団
　　　   飯間泰子

大坂雅春さん

平井佑佳さん

日本ミツバチを愛する人の集い  代表

特定非営利活動法人おっちラボ

プロジェクト実施者

たたらの里山クリエーター
助成プログラム設置者担当

たたらの里山クリエーター助成プログラム
「蜜蜂目線の森つくり、プラス広葉林山菜」

2

と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
今
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
さ
ん
と
の
つ

な
が
り
を
通
し
て
、
地
域
内
で
活
動
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
団
体

さ
ん
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
私
の
活
動
も
大
き
く

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
身
近
で
悩
ん
で
い
た
り
「
何

か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
を

紹
介
し
た
い
で
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
坂
さ
ん
の
活

動
を
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

大

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平井佑佳さん
雲南市出身。基金の設置法人
であるNPO法人おっちラボで
は主に人材育成塾「幸雲南塾」
の運営や塾生への伴走、関係
機関との連携支援等に携わる。
その他、ライターや劇場スタッ
フなどのスキルも持つマルチワー
カー。里山の自然と着物とおば
あちゃんが大好き。

大坂雅春さん
雲南市出身。峯寺遊山荘支配
人。生物・植物を守り、地球
環境を維持していくには日本ミ
ツバチを保護することが重要で
あると話をしていたことをきっか
けに、10年前（2012年）か
ら年1回「日本ミツバチを愛す
る人の集い」を開催。ミツバチ
の保護育成に努める。

写真左から「おっちラボ」平井
さん、「日本ミツバチを愛する
人の集い」大坂さん。

平井佑佳さん提供（峯寺遊山荘展望喫茶の側で咲くポリゴナム・
ツユクサ）
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Ⅰ資産の部

 1.流動資産
   現金預金
    現金
    普通預金
   未収金
  流動資産合計
 2.固定資産
  （1）基本財産
    基本財産
  基本財産合計
  （2）特定資産
    特定資産
  特定資産合計
  固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部

 1.流動負債
   未払金
   預り金
   未払法人税等
  流動負債合計
負債合計

Ⅲ正味財産の部

 1.指定正味財産
   民間助成金
   寄付金
  指定正味財産合計
 2.一般正味財産
  正味財産合計
負債及び正味財産合計

科目 当年度 前年度 増減

会
計
報
告

財
団
が
設
置
す
る
基
金
寄
付
者
の
皆
様

貸借対照表

1,093,835

6,705

1,087,130

168,870

1,262,705

3,000,000

3,000,000

48,987,403

48,987,403

51,987,403

53,250,108

390,749

433

390,316

△ 726,010

△ 335,261

0

0

14,985,171

14,985,171

14,985,171

14,649,910

703,086

6,272

696,814

894,880

1,597,966

3,000,000

3,000,000

34,002,232

34,002,232

37,002,232

38,600,198

0

74,197

115,300

189,497

189,497

△ 882,043

△   26,445

74,800

△ 833,688

△ 833,688

882,043

100,642

40,500

1,023,185

1,023,185

45,231,925

6,940,807

52,172,732

887,879

53,060,611

53,250,108

15,705,883

△ 535,383

15,170,500

313,098

15,483,598

14,649,910

29,526,042

7,476,190

37,002,232

574,781

37,577,013

38,600,198

（単位：円）

2022年3月31日現在

うんなんコミュニティ財団応援基金

2021島根県東部水害支援基金

特定非営利活動法人おっちラボ　一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン　竹本浩　小俣健三郎　狩野孝　
小林彩　匿名希望12名（敬称略・順不同）

弊
財
団
は
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
元
に
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
内
の
資
金
を

は
じ
め
と
し
た
資
源
循
環
、ま
た
、
市
外
か
ら
の
資
源
獲
得
の
た
め
に
必
要
な
仕
組
み
で
あ
る「
う

ん
な
ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
」
運
営
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
は

ご
負
担
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す

ご
寄
付
の
方
法

中間支援組織 ゆりラボ　特定非営利活動法人法人スサノオの風　公益財団法人 南砺幸せ未来基金　合同会
社バックオフィスデザイナー　つちのと舎　株式会社農楽　前田眞　松葉忠　笑福亭笑利　永田奈津美　内
田純　芥田真理子　角友歩　岡崎素也　小林有希子　山平綾也　志村はるみ　三瓶秀幸　やまもとのりこ　
山根若子　安井章員　佐藤英代　高木奈美　川北秀人　景山泰佑　小俣三郎　浦井啓子　玉田勝司　渡部万
里子　山内明子　若竹英一　矢野真由子　藤田智晃　遠藤健史　安久誠　吉野玄暉　武田宜裕　しばさとし　
吉澤保幸　亀田秀一　百合澤順子　總山萌　内田宏美　川合佑汰　澤村脩　下中隆嗣　白川裕也　千野和子　
今村昌弘　可児卓馬　渡邊享子　菅原勉　橋本竜一　西田恵　岩元暁子　田久保博樹　木村和子　中川玄洋　
高山大祐　郷原剛志　高平亮　山口ジュン　毎熊浩一　志田淳　菅田日登美　山田健一郎　宮本裕司　小田
千尋　小俣健三郎　安永佐和子　小林雅和　宝楽陸寛　匿名希望50名（敬称略・順不同）

ゆうちょ銀行振替口座でのご寄付
口座記号番号 / 01340-5-111708

口座名 / 公益財団法人うんなんコミュニティ財団

銀行振込でのご寄付
山陰合同銀行　雲南支店　普通口座
口座番号 / 4502554

口座名 / 公益財団法人うんなんコミュニティ財団

クレジットカードでのご寄付（VISA / Masterカードのみ）

右記QRコード先「シンカブル」からお願いいたし
ます。※決済手数料（5%+税）を除いた額が寄付さ
れます。

現金でのご寄付
雲南市木次町木次29番地まで、お持ちください。
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発行元　公益財団法人うんなんコミュニティ財団
〒699-1332  島根県雲南市木次町木次36

TEL・FAX / 0854-47-7787

Mail / info@unnan-cf.org

Web / https://www.unnan-cf.org/

この報告書はふるさと島根定住財団「地域づくり応援助成金」を
活用させていただき制作しています。




